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考察
操作前後の列の累積和を⽐較してみる

(… , 𝑎!"#, 𝑎!, 𝑎!$#, … )

𝑖番⽬を選ぶ

(… , 𝑎!"# + 𝑎!, −𝑎!, 𝑎! + 𝑎!$#, … )

(… , 𝑠!"#, 𝑠!, 𝑠!$#, … )

(… , 𝑠!, 𝑠!"#, 𝑠!$#, … )

累積和

𝑖番⽬に対する操作は累積和において
𝑖, 𝑖 − 1番⽬のスワップに対応する

𝑠! =(
"#$

!

𝑎"



解法

⼊⼒の累積和をとった数列を 𝐴!, 𝐵!とすると、
𝐴!の隣接する要素をスワップして 𝐵!にするために
必要なスワップ回数を求めれば良い

これは Fenwick Tree などを⽤いることで O(𝑁 log𝑁)
解くことができます


